
Dryden＇の Aureng-Zebe

木 村 俊 夫

1) Conquest o.f Granada (1670）は Drydenのみ友ら歩、所謂 heroic

playの一つの頂黙を示すものとして重要な作品である。併し其？fからの

下降は早かった。以後の Drydenは衣の 111arriage a la Jl{ ode (1672）に

於てその才能の一面をみ伎はしたが，凡そ 3~三聞と云ふものは不振時代で

ある。 1675年l℃於ける Aureng凶Zebe の上演はその不振の説閏となったも

のでわりうつどいて 1677年には彼は Allfor LO'lxを制作するに至ったの

-c-ある。

此の ituren g-Z e be はそれ自謹の佳作でるると云ふととの抱にう 劇作家

Dryden のーの韓楼を劃するものとして極めて重要なので、ある。 John,

Earl of l¥!Ialgraveに捧げられた此の剥の dedicationには

「後程陛下より は此の闘が忍の全ての悲劇の内で一番すヤれて居ーると権設してい

？こ？ごきまし？こ」

とあるが，本稿は主として算機としてみた Aureng-Zebeの解明である。

2) Agra境内にある老帝（ShahJehan）崩御の虚報一度び俸はるや，

議征中の末子 Morat は王位左奪取せんものと念ぎ城内 IC~芋って来る。そ

の異母兄にあたる Aureng-Zebelま父の身を案じて Mor討に先んじて入

減ずる。老帝i＇まA.nreng-Zebeが城内に残して置いた Indarnoral乞;)f陪5

をしかけて居たので， rivalにあたる Aureng-Zebeを自分にとうて一番

の孝子と知りうし此を謹ざけ様とする。箭挨の固い Indarnoraは王の

口止めにも拘らすヘ留守中の出来事を Aureng-Zebel℃打ちるけ誌とする

ので、 Arirnant（彼も亦 Indamoraに諮情を抱いて居るが，却うてその詩

に終始 Indamaraの手足とたって動き3 最後には Aux冒εng・”Zedeの名を

名乗ヲて戦死する〉に依クて監禁される。三割！民の Aureng・.Zebeではあう
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たが， 王より Indamora のととで難題をうけはねつけるので1 王は末子

Moratを起用してp Aureng-Zebeを；塞ざける。 Aureng・Zebeは Inda司

moraに闘する限り断じて王にゆづらぬので，此叉異母》・fourmahalの下

に監禁D憂目をみる。：VIoratは留守に残して行った自分の女 J¥/f.elesinda

を省、み、ゃうとはせや， 此叉 IndamoraY乙心乙Lかれる。 勿論の事ラ

此をうけつけ左い。 Morat は兄を亡き者にせんとし‘て居たがp Indamora 

の懇願に依りしばしの助命を約する。 Aureng-Zebeも監禁中吃 l¥lo訂 n1a町

halより云ひょられるが手きび、しくはねつけ3 ，特i'L毒杯Eとあふらんと

とき，助命の事：が知らされる。 l¥!J:ora土D暴患iえるととろを知らす＂＂

i到し9 若手苦を左いがしろにしz 背｛合ぷむを護揮するので、F 老子音はじ占うて岳

分のゴドを倍j), 設に Aureng之ebeの活躍とたって， 語L戟の後3 ］＼在orat 

死に， Melesinda後を逗び3 No訂 rnahalも狂筒Lのうちに死に， Indam.ora 

と Aureng-Zedeは結ぼれる。主友人物の関係を国示すれば三えの如くであ

る。

3) 

一←一一正常の関係

子Jou工mヨhal

lmiamora 

Melesinda 

一＋不蛍なる loveの方向

此の豪fjの内容に於ける蟹イむをみる前にその詩形の襲化について一言

して置かう。内容の愛化は嘗然詩形の饗イむを件はざるを得左かったのであ

り， そして多くの史家に依る此の部の研究に於て先づ指摘せられて居るの

が此の詩形の饗イむなのである。 prologueから有名な三行:s:::引用しゃう。

Buth邑：wsnow another tast巴 ofwit, 
And, to co11fess a truth, thoug：マ outor time, 

Grows W色旦ryof his long Iov色dMistr号ss,Rhyme 
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heroic coupletが blankverseの中に挿入せられると云ふ事tr.らぼ，す
でに Elizι.beth朝の豪iJの中に前例はある。併し heroic・playの特徴とし

た所はさを篤jえをJ;J、って説話を埋める事にある 0 heroic coupletが剰の基

調に在るに至った罷史とか，此をと~用ずべきか否かについての Dryden,

Howard等の論争にクいては．此所ではふれない事にする。

Dryden は斯く Rhymeに疲れたとは云ふものの，此のl!'ilJに於ては未7色、

にhεroiccoupletと訣JJIJIましたかった。増 γhythmや pauseの位置が

不規則犯をに文の直切が line から line へ，~ coupietの移りから弐

の coupl伎の始めへと流れて行く所謂 enja:mbementの傾向が様著にみ

られるに至ったのである。 Chaucer,Spεnsεr, Marlowe等に依って用ひ

らわした此の詩形は米7芝、［Z:.何0と7ではりもなく訪日 onして居る。併し漸く

Ben Jonsonあた担から， Wall er, Drydenを経て Popevc於て完成せら
れた比の詩形！ま己に均勢のとれした， 規則正しい pausetと持ったねdstop

verseとなって居た。完成せられたと云ふ事は，形式がそれ自らに一番適

した内容を得たと云ふ事なのでもあるが，斯くみれば heroiccoupletは

narrative主主， contemplative /X., philosophic/X., descriptive tr., わけ

ても satiricalな内容に一番よく適合した詩形であると云ふととが出来る

であらう。併し，此2と以って摩l］金控を埋めると云ふ場合はどうであるか。

measure と rhymeのー設を害ふ事左しに艶話を蓮んで行って，果して

「劃話」は成立するか。又挿入すると云ふのならば別でるるが， j会第担々

と此を以って貫いて行クて，果してよく最後まで観衆をてコなぎ得るか等の

問題が起るであらう。叙事詩に於てたらば此は許されるであらう。叉所謂

heroic play tr.るものは摩i]であると共に，極めて教事詩的性質の多いもの

ではあったが，併しそれが兎に角剰の形式を兵へたもので、ある以上，その

漬事H生を無視する事は出来なかった。 Drydenの論旨がどうであったらう

共，霊際に於ては必デしも彼は批の演章IH生を無視しては居ない。 Co時 uesi

of Grandaのー到にみても

- 52 -



Almanzor I love you better, with more z己althan hε， 

Almahide This day 

Igave my faith to him, he his to me. 

(Part I. III. 1) 

と云ふ様え主主｝話のうけわたしは瀕繁にあるし，

Alma;:;zor 1.ovεhas undone mε；I am grown so poor, 

I sadly view 1he grou)1d I had bεfore, 

But want a stock, and ne'er can build it mor日．

(IコartI. V. 2) 

と云ふ誌な tripletが間々挿入せられもした。そ〈て又様々Ix詩形のsongs

(Part I. III. 1 ; Part 1. Iγ. 2 ; Part IL IV. 3）が絶妙の昔繋を伴ってp

h位。iccon.p1etを中滋し，一つの reliefの役割を果して居る主主等があげ

られるであらう。 1tfし乍ちあの Almεnzorの超人命的主主 g告ははるくまで

heroic coup：伎を基調に展開されて居るのであるし， Almanzor自身。

性格もi止の詩形から生れたものと云ふ事が出来るのである。

I、foman has mor芭 con民主ptthan I of breath 
But ¥Vh邑nsehast th01日th己 rightto give me death? 

Obey己das sovereign by thy subjects be, 

But know, that I alone am king of mε， 

I am as free as nature first made man, 

Ere the b呂selaws of servitude b己gan,

When wild in woods th色 nobles旦vageran. 

(Part I. I. 1) 

を初めとして全篇をつらぬく得意の sententiousな語調 rhodomontade,

ひいては軒さを謹の mechanicalた機構も賓は heroiccoupletの生んだも

のえどのでるった。 blankvers乏にのって展開するTamburlaineの野望と

此の AlmanzarEとみてみれば， よくその相遣をうかがふ事が出来るであ

らう。それと同時にそのど丘三chanica1左：構成の背後にひそむ馬鹿々々しさ

をとも生み出したわでるった。ととろが， Auren9んZe"Oef℃於ては上症のやう

な songsがなくなったと云ふとと等の地に，止との基調自程に上越のやう
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主主菱化をみぜて来たのでるった。 1677年には Drydenは Allfor Love J乙

於て blankverseへと移って行き， Otwayも blankverseを採用した

が， Aureng・・Zehet乙於げる此の基調の移動iま明らかに blankverseへの

接近を意味して居る。 prologueには， Rhyme j℃疲れたと云ふ表白のラ々

に

Passion’s too fi己rceto b巴 infetters bound. 

とある。此の heroiccouplet怠る fetters ~ごうちゃぷるに至ったのはそ

の passionが toofierce になうて来たと云ふのである。乃ち斯く詩形の

嬰化は内容的友愛イヒに促されたのでるった。それならば内容的に如何なる

饗化が起ったかァ又，果してその fettersを打ちゃぶったものが云ふ所の

passio立であったかがp ヨたに間はれるのであるか。菱化に目をうっす前に

此のまljも heroicplayである以上3 m古作の特識をも引ついで居る事は指

摘して置かねばならない。

4) Conquest of Granada l亡於て Alrnanzorは如何にえがかれたか。

人11:.依ヲて

Honour's the only idol of his eyes; 

Th巴 charmsof beauty like a pest he flies ; 

And raised by valour from a birth unknown, 

Acknowledges no power above his own. 

(Part 'L I. 1) 

と評され，又

How much of virtue lies in one great soul, 

Whose single force can multitude control; 

(Part I. I. 1) 

と嘆賞される Almanzorは， 決して云はれる還りの人物では友かった。

Abencerage家と Zeg門家のさ害関に割って入ヲて以来の Almanzorの

文字通り無敵の登勇は何か無骨な電気人形を見て居る設である。彼自らの
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超人的友行動は役守身の得意の縫器で爵護し理窯づけて行くのであるか，

此の artificialた impossiblechanJ_cter は， Almahideへの想ひが件々

遂げられないと，彼女の許にしのび、込む暴翠を敢てする。

とか

And what is honour, but a love well hid ? 

(Part II. IV. 3) 

These, madam, are the maxims of th己day,

双子h己nhonour’s present, and when love’s away, 

The duty of pooT human We!巴 wohard, 

In arms all day, at night to mount the guard亀

Lεt him, in pity, now to retir色；

L色tth巴sesoft hours b巴watchedby warm desire. 

等の馬鹿げた修辞が此所に放言される。白熱した三ialogほの常として説

的誇張があるのは嘗然の事ではるるがヲ同時に此の吾7さvirtuousheroら

しからぬ言行の内に Alrrtanzorの3 笑ふべきであると共に汚れた時代

の psycho-id合ologyが暴露されて居るのでるる。 Restorationのただれ

た風習が舞亘の上で、愚弄され，或はそれをみせてコける事にイ交うて観衆比迎

合されたのは，漏り喜朗の世界に於てのみでなかった。.！＇ Umanzor怠る英

雄J士宮は此う云ふ時代の思想、を内に包み~がらも結局は impossible cha-

racterとして概括されるのである。止との Conquest(Jf G叩 nadaに於てー

きは精彰を放つのは

There’s no such thing as constancy you call, 

Faith tis not heart; his inclination all. 

(Part II. III. 3) 

と放言する好智にたけた妖精 Lyndaraxaである事は奮然である。

Almanzarの超人的友カと得意の rhodomontac1e を Aureng-Zebe 1仁

於て穫承して居るのは先づ Mor吐でるらう。

・war is to m色 E・pastime, pε旦cea pain (IIL 1) 

とカミ
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Crimes let them pay, and punish as they please 

V!hat power makes mine, by power I mean to seize ; 

(III. 1) 

とうそぶく Moratは此の闘の中で多くの舞蓋を埋め，その活躍もめざま

しい。併し Moratはあくまで兄の modestvirtueをうき立たす震の副

人物にしかすぎたい。表面的にではあれ heroicplayの themere掲げら

れたものはhonourと virtueであった。 Alrnanzorは止とのニヲの徳にと

7ではじ，執着した超人であった。併し JVIoratには此が友い。彼は徹頭徹

尾悪で、ある。彼は Indamor・aIC依って正しくも“Yoursis a soul irregu-

larly great”と， き占うつけられるが rhodomontadeと力をうけついで、居

る賠では Alma註zor的であらう。併し結局その豪iJの中？と於ける位置は，

Conquest of Granada l℃於ける Zulemaあたりにしか相官し友い。此の

Moratを除いてはとの剥の中には馬鹿げた熱狂的tr.せ担ふは少いとは云へ，

他にtr.いのではない。五幕の格りに於て筒L心の Nourmahalは

I burn, I more than burn ; I am all fire. 

See how訟ymomh and nostrils flame expire ! 

I'll not come near myself -

Now I'm a burning lake, it rolls and blows; 

I'll rush, and pour it all upon my foes. 

Pull, pull, that reverend piece of timb巴rnear; 

Throw’t on一’tisdry -'twill burn ・ 

Ha, ha! how my old hiエsbandcrackles ther巴！

Keep him down, keep him down; turn him about 

I know him, -he'll but whiz, and straight so out. 

Fan me, you winds : V'lhat, not one bre旦thof air? 

I'll burn them ail, and yet have flames to spare, 

Quench me: Pour on whole riv己rs.’Tisin vain: 

Morat stands there to drive them back again 

With those huge bellows in his h吐nds,he blows 

N巴wfire into my head: My brnin pan glows, 

Se己！ se巴！ therε’s Aureng司Zebetoo takes his part; 

Buth巴 blowsall his fire into my h回 rt.
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とわめき倒れる。

又「利己心は道徳律の唯一の原動力であるjと犬謄に規定した Hobbes

の思想は矢張り Aurengs-Zebqの中にも露呈されて居るのであって，例へ

ば virtueの擢イヒ Indamoraをとってみてもp 心弱い Arirnantが自分

に想ひをよせて居るのをよい事？として3 却って Aureng町Zebeへの文這ひ

の使者に彼を使ふ此の heroinε は modεstであるには大分注滑でるる。

Heaven made you love me for no other end, 

But to beocme rny confidant and friend: (III. 1) 

と云ふ arbitrary左簡明は modestγirtueの言葉とは思へ友い。

loveど買く震にはhonourが危機t乙掘する，此の矛涯の震に Alrnanzor

は「摺む」のでるるが， その honourにお立する loveとは非常に per.,

son al なものでるった。此又 d古ren長～Zebe['C於ても同じ事である。 Dry-

den は Racineの Mitルidate(1673）を讃んだものらしく，非常にi雨者

の plot左り人物の situationはよく母、て居るのででるるが3 併し lvfith-

2・idateに扱lまれた amourの波潤は宣は心理的左ものであった。皐に肉慾

的主主 amourが問題たらばあの悲劇は起らたかったであらう。悲劇は玉が

すでに白一分の者たるべくあきらめて居る Monirneの心内に採りの石を投

じた事に依って， ~pち Monime の精神をも自分のものにせんとあがいた

諸国各の起す悲豪ljた；のでらった。永遠吃忘れ設と深く心に秘し，決した Mo・

nimeに， Mithridateは Xipha詑Sと彼女と結んで、やると云って彼女を

狂喜させる。 併し折角此うして Monimeの本心をつかんだ l¥ll:ithridate

U今度は謀略と知うた l¥!Ionimeに依って

「本心!e申上げまし？こからには，必の言葉は必ず守らなければな bません」
(IV. 4) 

友る宣言をどうけて，此ノ明で怒号IJは結末へと金尊じて行くのでるる。同じ娯

妬の oldemp色rorやIVIorat！亡！主新る採りの石！工必要でほえ主かクた。判然

とAureng弓.edetic向って居る Indamorav loveと知りつL “Tisis 
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her heart alone that you must rεig11 : You'll her person difficult to 

gain＇＇と云ふ皇帝の言葉があるのである。先に Almanzor？と露呈された

酷悪注目寺代心理は此所にも覗いて居る。

以上いくつかの例にみちれる如く，前作に於ける selfisharbitrary mo町

ral及・ぴ rhoヨomontadeは決して泊減しでは居友い。

5) 掠， 今まで比較的語られる事の少たかった肝心の主人公 Aureng-

Zel廷をみやう。彼l'i成程 heroたるぺく，強く還しい人物である。併し

乍ら猪突的危 Morat；と反封に Arimantf'C.依って

But Jh1reng田Zεbe,by no strong passion swayed, 

Except his love, more temperate is, and weighed : 

This Atlas must our sinking state uphold; 

frl council cool, but in pe主formancebold : 

豆εse巴msthεir virtu己sin himself alone, 

And adds the gratest, of a loyal soロ；

His father's C在日seupon his sword he wears, 

And with his arms, w巴 hop巴， hisfortun巴 bears (I. 1) 

と語られる， 役はもはや馬鹿げた bombastも吐かや， 員に nobleend 

の震にしかその勇武を振はない。父王も彼をば自分の rivalに営るが故に

遠ざけ哉とlまするが，内心役とそが一番の loyalsonたる事を知って居

lJ, Aureng-Zebe自らは叉の前には涙を流して孝j慣を誓び， 誤れる義母

引苦し，叉非道の弟Moratには保理をつくした訓戒を試みる。 Almanzor

は結局 impo:;;siblech旦racterであったが， Aureng之ebeはきはめて治

7さやかに理想化されて来て岩る。どとまでもうけいれてくれ泣い交に去ら

れた後での詠嘆

How vain is virtue, which directs our ways 

Through certaiロdang己rto unc巴rtainpraise ! (II. 1) 

は牟！ま弱点しい一方に，底に冷え切った巧利主義をみせては居るが

台ばしばしばその性格の中核を解く鍵を提供するものでるるがp

此Ji)]に英文芸事史上の purplepassagesのーに算へられて居る， 役の半ば
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滴白的芯言葉を詔介しゃう。

もすhenI consider life, ’tis all chεat; 

Yet, fooled with hope, men favoEr th邑 deceit,

Trast on, and think to-morrow will repay : 

To-morro＜.￥’s falser than thεform己rday; 

Lies 再,verse,and, 訴訟hileit says, w日 shall be blest 

With som巴newjoys, c江tsoff what we possesst, 

Strange cozεnag邑.INむnewould live past years again, 

Yεt all hope p：色asurein v,ず・hatyet ren丘ain,
Jmd, froJ官Tヲtlょgdregs of lif久 ~hink to て色ceivε9

Vlhat the first sprightly running could nm give, 

：’m tir号dwith waiting for this che1niζgok工
Yvhich fools us young, aロdbeggars us when old. 

(IV. 1) 

交にはうけ入れられすミ3 Indamora と12:, i主主：されてレまひp しかも

E品ratと云ふ背倫の弟が居る。 調b監禁のP'Ji'C.死期を待ちてつづ内観した

結某 A日 eng-Zε況のみた人生とばかくの如きものであった。みだれにみ

7された我王家に積極的に秩序を快復さずには3 役iま飴りに孝JI震の子であっ

た。「人生とは一一一」ιと云ふ内省は Almanzorにはたかったものでるった。

まして彼にとって此の世は歎舗ではたい。それは彼等の憲：のま LI乙勃き，

動くべき世界にしかすぎ；なかった。

Strange cozenage! と云ふ叫びは手のてコげられぬ環境の霊監の下にあ

る弱者の言葉左のである。

Aureng-Zebeは結局自分及び、 Indamoraに封立する諸勢力の解消の中

にめでたく結ぼれる。そして老主， Morat及てF’Nourmahalはそれぞれ

二人への野立勢力とたるのである。そして此所で注意すべきは此の剥を引

きづって行く者は Aureng-Zεhでは主主しに，遣に三人の罰立者であった

事でるる。勿論3 如何主とるきlj と塁走も：：＆~·立者の勢力弱くして決してきlj的緊張

完工るものは生zじて来た；いのでるる。併し此所でfl子び Co吋 uestof Granada 

をみやう。 Alrnanzor るき設立勢力（Boabclelin,Zuiema, Lyndaraxa 
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etc）も決して弱きものでは友く，それぞれにがotの上に花々しい活動を

するのでるるが，然も此の誕の展開は此等の！＇＞］－立勢力を強引に粉砕して行

くAlmanzo:rの起人的 gestに依ってぐんぐん押しす Lめられて行く。

緊張した笥立関係にあり乍ら， それを leadして行くのが Almanzorで

るヲた。然るに ActreEg-Zεbeのあり方は治極的である。 plotの展開は

全て Aureng-Zめe~媒介にしながらも，却うて上記三つの艶立勢力相玄

関の更えどる主j立争関の上に展開して行くのである。 Aureロg-Zebelま.il:との

正予闘の中｛乞 1nodestお：一筋の糸と怠って郎を縫うて行く。 IVIontezumaか

ら Alman:wrへと系列を51く最高主擢者若くは抑堅を知らぬ野んに封

してAu沈 ng之ebeは Conquestof Granada J乞方さげる Ozmyn,!Vlarriage 

a la !Vf odeに於げる Leonidasと云ふ如き王子若くは族長の御曹子等の，

位階は低くはなくとも，最高主権；者でも左い人々の系列を引いて，しかも

はじめて此の剰の中に主役と友って登場するのである。

Al出 anzo:rも梨Z主の虹であb乍ら，やはり一つの現霊の反映であった。

そして宣に Au:re丘g・2εbeも，役なりに，別の psycho-ideologyt:.:反映し

て／苦るのである。前者！ま hε:roicvirtueの権化としてー 後者lま普遇人の

virtueへの接近を示しつL。

6) 在来の heroicplayは大謹に於いて表面的にはその wordsとそ

moralであったが， plotた！？' 軒の基調友りは結局 immoralに墜して

居？と。此：乞反し， Aurenge-Zebeにはまじめな風住改善の意属が濃い。そし

て此う云ふ身近左現宜的意鼠を持った劇は嘗然 naturalであった。

I to a son’s and lov号r’spraise aspire, 

And must fulfil the parts both req.iir色. (I. 1) 

A1白色ng之ebε の性格の源は止と所ーにうかがふ事が出来る。】 Aureng-Zebeが

最高主定者としてでは友く 3 一家の子として出現した事，しかもその地位

吃於て蛤めて主役とたって議場した事l主意味が深い。 何故に Drydenは

斯る人物を主人公としたか。少くとも結果に於ては此の震に，劇は在Zすその
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heroic playよ9はす、っと自然味を:l3びて来た。しかも Aur出 g之ebeの

性格が王家の子としてう友づけると云ふのではたしに，ヱ1主民と去ふ成長主

力え？と説家に極めて身近な’！討ちとなてつて来た事11::於て。交の不信IC認する

Cむrnp1aining, Ind設mora に~ずる手写度にわたる女性的嫉妬，それにあの

iife’s passag合は必やしも王家の芙縫的な子としては必要訟のではなかっ

た。 Aureng-Zebε の心理には翠宋の心理が多く参奥して居る。形式的に

rhyme Eとはなiれて行かうとした事はp 内容的に自然に近づかうとした事

であった。

h号roineIndamoraは乱；誌の内に Aureng-Zebε は死んでしまったと思

ひとむかp しかもすぐさま Aur三ng-Zebeに殉じゃうとはしたいa iliひま

わず Noぽ mahelより必死と主主って透げる。後で、娯苑のAure1v:o.:四Zebe11:: 

此の事をゑじられた時？と彼女のとたへた言葉！まとうでる ~o

“Not that I vaiued life, but f号ax巴dto die: 

でhinkthat my weaknεSS, Ilむtiロ己onstancy." (V. l) 

此月frに詰うるのは極度；℃理想イじされた Almahid告とは異り？ 充分に ~'6 さを

そなへた一人の女で、ある。此は Drydεn 白兵ノの明らかに意題した性：協で

あった。役は dεdicationに於て斯う設明して居る。

「IndamoraとMelesindaの件bは白然でめ3と思はれ，叉それぞれの性格に

ふさはしきもの主恩ばれます。....・・…詐って雰一室{e飾るよ bは彼女等の行ひの

pgに室生活に却しによ bよさ 見出す事は3 空手が箆の名王手の会にもうれ

しい事であbます。有設；こ申上りますれば忍ば般人慢の弱さと不完全2i'まじへ

た宣際の美徳i'えがき出しにのでゐります。私はJltの劇の女主人公iこ苑を;iv・それ

させましに0・・日…・・」

iえって Drydenc創作態度をうかがふ事が出来るであらう。

hero. heroineにしてかくの如くである。しかも，此の剰の内には所語

domestic sceneが多くるる。

"Such virtue is the plague of human li.fe ; 

A virtuous woman, but a cursed wife, 

In vain of pompous chastityy-€ are proud ; 
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Virtues adultery of the tongue, when loud.”、（II.l) 

なるととばは玉のNourmahalに封する皮肉のみではなしに，宣は以IBIJの

heroic playにみちみちて居る形式的友 virtue談義におするーの批評で

るり，つづいて王の語る

可VhatC3.n b巴 sweetεγthanour native home? 

Thither for eas告 andsoft repos色 areco1氾号；

Home is the s2c＂.＂εd Yefug・eof: our life ; 

SeC1江redfro立J.ail approaこhヨs，らuta Nife. 

友る言葉と共に，明らかに翠求心理C援護に器廃して居る。

此につづ、いて書かれた Allfor Ln'e は1818年三こで、上演されたと云ふ花

々しい上演泉主持ち， Shakespeareの Antonyand Cleaiiafraと比とを三比

較して，後者を勝れれりとする評家も決して少くはない。 Allfer Love は

まととに均勢のとれた美しさをと持って居る。訴し乍ら Allfor Lo'Ueに於

ける Antnyと Cleopatraはもiまや3 世界の学ぼを舞蓋とするあの雄大

た構想、の内re中年の情熱的な濯を展開した thetriple pillar of thεworld 
と serpentof Nile Tは左い。すでにt情熱、のはげしさ深さが止との剰の主題

註のでは左い。武将では友く，女壬ではなく，二人の中年の男女む淋しい

読の末路がえがかれて居る。しかも割的興味は此の主人公二人よりは，此

－の二人の背後にある Ventidiusと Alexasの抗争にかかって居るとも見

る事が出来る。子供までも引き出レて来て Cleopεtraと貞女 Octavig.と

を釘留さぜた Dryden！ま此所でも又 Antonyと Cleopatraを説衆と同

列に引きさげてしまヲたのである。勿論の事： Shakespeare<D劇はその徐

りに奔放な構成の故に Elizabethan.stageに於てさへ上演の難しいもの

でるったので、あらう。にも拘らす干此の章ljは翠なる rεadingvirtue以上の

ものを持って居る。それに釘して， Drya enの剥の持つ花々しい上浸史も，

買はその後一路衰退して行く剥場のi宇にま了ちたてられたものでるる事千二女l1

らねば、友らない0 ,Jure勾

は agεofDryden に於ける詩家I]衰退過程の呈程標を自ら立て L行ったの

~ r、
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である。

7) 1694年に出た Southernの TheFat al Jl,;l arriageは南くに次代の

sentimental drama の形をと Lのへるに至てコた作として注民すべきであ

る。 1675年i'L.害かれた lf.ureng四Zebeの中に長うる sentimentalismを誇大

に述ぺる事は不嘗であらう。

17世紀初頭にもあった domestictragedy は王政復古恕の senti辺ε；今f

talism禁墨に舎って2 しばらくは花をさかせたいかタ 寺是々 < 1680 :i子

代にはてコきりと次代への過渡期D形相をみる事が出来る。 七v℃
blank verse と結時を同じくして法るのも呉味遣うる主主である。

Ies n:時代乞宮廷中心に一方的に解揮する事｛ゴ：不嘗でるらう。

〔）
河門

J.i.lιζ.， じ

しとー

じての初期の Restorationdran1a は市井にある serious /;;:: r君主三ctirヨ

友人々からは遠ざかって居た。此の「淫蕩J（／）時代にも拘

受行はl訪問の危；いものであるった。 Charl邑S立から Jam.esI工、へ3 やが

てrevolutionへと移行するに従って bourgeoisと呈技との位置交代ζ共

に時代は徐々に reiflectivεcastEと帯びて来てやがてはそれが sentimとシ

talismの地盤とたったのでるるが，すでに此の seriousreflectionは最初

から底流として，若くはー勢力として存在して活たものであった。そして

此の時代の pastoralplayと云ひ heroicplayと去ひ， rornantic play 

と云（｝.， 何れもそれし自曜が姿とそ遣へ， moralizationの傾向は一般的で

もあった。書技遣はi斬くその割に霊きする「者好」をかへて行く。 prologue

に於ける：Drydenの Rhymeに「疲れたjと云ふ表白は Dryden自身の

倦怠を表はすと同時に，今云った援な動きの微妙注反映かとも盟、！まれるの

である。

（註） Spectator, 1712年 3月11日（No.323）の項lこ有閑日記i'書き主さって来了二千さ

怠の fatly はj基〈っしのぎに止のんLre匂－Zebe をよみラ夜には人が ~j 分のj三

下に脆づいて白分営 Ind丘moraと呼んで〈れたp 主云ふ夢をみて居る。そし

て又つづいて3 彼女の opera見物の友玄ittyは月i径の靭方に佼:ic':e起し：こ双

て＇ J誌の最I¥のゐの有名な lif色’spassage八行i'本合みずにzlJかへしてみせ
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？こど云ふ事である。 JEE;の翻が如何に次代の人々の中に深t入h込んで居？こかと

云ム事の詮左ともならう。その上演は， Conquestof Granad，αの1709年までで

あっ7このに濁して.1721年までつづげられたと云ふ事でゐ品。

I 手掛『主誇J間募 一
＠英語英文皐を主とする研究論文・記事を内容とする

もの
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